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GIGAスクール構想第２期 更なる推進へ

文部科学省初等中等教育局 学校情報基盤・教材課⾧

寺島 史朗

2 0 2 5 年 1 2 月 3 日 （ 水 ）
第126回教育委員会対象セミナー

自己紹介
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本日の内容

１．学習指導要領改訂の議論
（情報活用能力の抜本的向上）

２．学習指導要領改訂を見据えた
GIGAスクール構想の今後

３．令和７年度補正予算（案）
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学習指導要領改訂の議論
（情報活用能力の抜本的向上）
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原本一読を
たったの5分
原本一読を
たったの5分

R6.12 次期指導要領、検討開始R6.12 次期指導要領、検討開始

① 子供たちは常時ネット接続の環境に
小学生

72.0％

中学生

95.3％

高校生

99.1％
（2010年度）※（３.9%）（2.6%）（０.０%） 青少年のインターネットの利用時間の１日平均

小学生

約３時間44分
中学生

約5時間2分
高校生

約6時間19分
〇インターネットを利用すると回答した青少年の平均利用時間は、前年と比べ約５分増加し、約5時間2分。
〇目的ごとの平均利用時間は趣味・娯楽が最も多く、約3時間1分。

6

 子供専用のスマホ保有率

② フィルターバブル、エコーチェンバーの影響

 日本は「知っている」(44.7%)、他の対象国(80％～90%)と比べて大幅に低い
 理解が不足していると情報を正しく評価できず、社会生活で誤った判断を下す危険

 検索結果やSNS等で表示されている情報がパーソナライズされていることへの認識

情報技術が認知や行動に与えるリスク

 青少年の健康面への懸念
✓最も多いのは「インターネットにのめりこんで勉強に集中できなか

ったり、睡眠不足になったりしたことがある」（24.6％）

（出所） 情報通信白書令和５年度版

（出典）
令和6年度「青少年のインターネット利用環境実態調査」報告書 令和7年3月こども家庭庁
※ 平成22年度「青少年のインターネット利用環境実態調査」結果について（概要） 平成23年2月内閣府
平成26年度より調査方法等を変更したため、平成25年度以前の調査結果を直接比較ができないことに留意。「小学生」の調査対象は、満10歳以上。
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③ 偽・誤情報の認識率が他国より
低い

出所：総務省「令和４年度国内外における偽・誤情報に関する意識調査」より作成

令和５年の小学生被害児童数は、
平成26年に比べて３倍以上

④ ネット情報の信頼性、確認の割合
いずれの方法も他国より大幅に低い

（出典）警察庁「R6講演資料 インターネット利用における子供の性被害等の防止について」

7

負の側面が生じる仕組を理解し、適切に対応できる力が必要
情報技術をより適切に活用する力にも繋がる
負の側面が生じる仕組を理解し、適切に対応できる力が必要
情報技術をより適切に活用する力にも繋がる

情報の発信源（組織や人物）を確認する

SNSや動画を検索し、他にどのよ
うな意見や反応があるか調べる

複数のニュース媒体（放送局や
新聞社、通信社等）による報道
を比較する

政府等が公表する公的な
情報を確認する

専門家やファクトチェック機関
による検証結果を確認する

(出典)総務省「国内外における最新の情報通信技術の研究開
発及びデジタル活用の動向に関する調査研究の請負成果報
告書」（2024（令和６）年３月）

その他の方法で真偽を確か
める

7

⑤ ＳＮＳ等に起因する
児童の被害が高い水準で推移

SNSやブログなどで偽情報・誤情報だと思う情報を見かける頻度

出所：警察庁資料 「インターネット利用における子供の性被害等の防止について」

ほとんどない（％）
そもそも何が偽情報・誤情報

なのかが分からない（％）

日本 15.3 14.5

アメリカ 4.5 1.3

イギリス 7.3 1.9

フランス 8.7 3.3

韓国 7.9 1.1
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教育課程企画特別部会

令 和 ７ 年 ９ 月 2 5 日
中 央 教 育 審 議 会
教育課程企画特別部会

論点整理

ぜひ、原文をご覧ください。

目 次

第一章 次期学習指導要領に向けた基本的な考え方

第二章 質の高い、深い学びを実現し、
分かりやすく使いやすい学習指導要領の在り方

（１）中核的な概念等を活用した一層の構造化・
表形式化・デジタル化

（２）「学びに向かう力、人間性等」の再整理
（３）「見方・考え方」の再整理
（４）デジタル学習基盤を前提とした学びの在り方

学習指導要領と「個別最適な学びと協働的な学び」
の関係の在り方

第三章 多様な子供たちを包摂する柔軟な教育課程の在り方

（１）検討の前提（児童生徒の実態と現行制度の枠組み）
（２）義務教育段階（「調整授業時数制度」の創設等）
（３）高等学校段階における教育課程の柔軟化
（４）個別の児童生徒に係る教育課程の編成・実施

の仕組み

第四章 情報活用能力の抜本的向上と
質の高い探究的な学びの実現

（１）情報活用能力の抜本的向上
（２）質の高い探究的な学びの実現

第五章 「余白」の創出を通じた教育の質の向上の在り方

第六章 豊かな学びに繋がる学習評価の在り方

第七章 その他諮問で提起された事項の在り方

（１）カリキュラム・マネジメントの在り方
（２）高等学校入学者選抜
（３）産業教育
（４）特別支援教育
（５）幼児教育
（６）子供のより主体的な社会参画に関わる教育の改善

第八章 今後の検討スケジュールや検討の在り方等

審議経過

本特別部会においては、令和6年12月の文部科学大臣による諮問を受け、初等中等教育分科会や教育課程部会への報告を交えつ
つ、教育課程の枠組みに関する事項や教科横断的な事項を中心として審議を行ってきた。今般、13回にわたる検討の結果を暫定的に
取りまとめ、今後の本特別部会における更なる検討の深化や各WG等での検討の前提として整理した。

※本論点整理において「学習指導要領」という際、第一章～第二章においては「幼稚園教育要領」を含む
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【学習指導要領上の位置付け】 【顕在化している課題】

① 指導内容が不十分
 小学校ではコンピュータやネットワークの仕組みの理解が扱わ

れていない（情報技術の活用と適切な取扱いが中心）
 中学校でもコンピュータやネットワークの仕組みの理解やデータ

活用が十分に扱われていない
 全体として、生成AI等の先端技術に関わる内容が明確に位

置付けられておらず、情報モラルやメディアリテラシーの育成に
ついては、学校による取組の差が大きい

② 小中高通じた育成体系が不明確
 小学校では、教科等に明確な位置付けがなく、授業時数や

指導内容の具体が示されていないため、地域や学校による差
が大きい

 小学校での指導内容と、中学校の技術・家庭科技術分野
（情報の技術）や高等学校の「情報科」との体系が明確に
なっていない

 また、探究的な学習の質の向上のために情報活用能力が重
要だが、十分な連携が図られていない

③ 必要となる条件整備
 指導体制の改善を一層加速させる必要がある
 技術の進展に伴い、教育内容が妥当性を失うことを防ぎ、教

師の負担を可能な限り減らす仕組みを構築する必要がある

11

小学校
【総則での取扱い】
 情報活用能力の育成を図るため、各教科等の特質に応

じ、次の学習活動を計画的に実施することとしている

ア 児童がコンピュータで文字を入力するなどの学習の基盤
として必要となる情報手段の基本的な操作を習得するた
めの学習活動

イ 児童がプログラミングを体験しながら，コンピュータに意図
した処理を行わせるために必要な論理的思考力を身に付
けるための学習活動

【各教科等での取扱い】
各教科等の内容の取扱いでコンピュータ等の適切な活用

について言及している。特に総合的な学習の時間において
は、探究的な学習の過程におけるコンピュータの適切な活
用や、文字入力などの基本的な操作の習得等について配
慮を求めている

中学校
 総則における情報活用能力の育成の他、中学校技術・

家庭科 技術分野の内容の１つである「情報の技術」に
おいて、指導項目を定めている

高等学校
 総則における情報活用能力の育成の他、「情報科」

（情報Ⅰ、Ⅱ）で指導内容を定めている。このうち情報
Ⅰは必履修科目（2単位）となっている

情報活用能力の育成に関する現状と課題

情報技術の
※コンピュータ、情報
通信ネットワーク、AI、
メディア等

①活用

③特性
の理解

②適切
な取扱い

情報技術の基本的な
操作及び情報技術を
活用した情報の収集、
整理・比較、発信・
伝達等に関すること

情報技術の特性の科
学的な理解に関する
こと(コンピュータ
の仕組み、データ活
用等)

情報技術を扱う際の
留意事項に関するこ
と（情報モラル、権
利と責任等）

 ＜具体的な課題＞
 小学校において教科等に明確に位置付けが

なく、地域や学校による差が大きい
 探究の学習の過程において情報技術の活用

が十分ではない

＜具体的な課題＞
 メディアリテラシーについて学校の取組差が大き

い（発信源の確認、複数媒体の比較、ファク
トチェック等）

 急激なスピードで広がる負の側面への対応が
不十分（フィルターバブル、エコーチェンバー、デ
ジタルとアナログの適切な使い分け、⾧時間利
用の影響の理解を含むデジタルとの適切な距
離の置き方に関する自己調整）

＜具体的な課題＞
 小学校では扱われていない
 中学校では技術分野の一部での取扱いにとど

まる（産業や職業との関連が弱い）
 学校種通じ、生成AI等の先端技術に関わる

内容が明確に位置付けられていない

 小中高を通じた育成体系が不明確であることや、他国と比べ指導内容が不十分であること等の課題を踏まえれば、情報
活用能力の抜本的向上に向けた内容面の充実の方向性については、（１）どのように情報技術の活用の実態を高め
ていくか（主に①活用）、（２）内容として不足している部分をどう充実するか（主に②適切な取扱い、③特性の理
解）という観点で総合的に整理することが重要

※指導体制の整備と併せて、技術の進展に伴い、教育内容が妥当性を失うことを防ぎ、教師の負担を可能な限り減らす仕組みを構築する必要

情報活用能力の抜本的向上に係る主な課題

12

補足イメージ４－①
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幼児教育 小学校
低学年 中学年 高学年

中学校 高等学校

遊びを通
した学び

生活科
※具体的な活動
や体験を通じた

学び

探究

総合的な
学習の時間

総合的な
探究の時間

情報科

 主体的に学び、自らの人生を舵取りする力の育成や、多様で豊かな可能性を開花させる教育の実現を図るためには、一人ひ
とりが初発の思考や行動を起こしたり、好奇心を深掘りする中で、学びを主体的に調整し、自身の豊かな人生やより良い社会
につなげていく「質の高い探究的な学び」の実現が不可欠

 この実現に向け、情報活用能力を各教科等のみならず、探究的な学びを支え、駆動させる基盤と位置付け、探究・情報の
双方の観点から大幅な改善を図る (1) (4)とともに、教育の質向上と教師の負担軽減を両立させる方策(2)(3)(5)を検討すべき

（1）総合的な学習の時間に情報
活用能力を育む領域を付加すべき。
その際、自己の生き方を考えていく

ための資質・能力を育成するという、
探究の特質が十分に発揮されるよう
留意すべき

（4）探究の質の向上を図る上で基盤となる情報活用能力の抜本的向上に向けて、
技術分野の内容の大幅な充実を図るべき

（2）探究の質の向上及び学校の負担軽減を
図るため、実践の蓄積を可視化する形で、裁量
性を維持しつつ、教員や児童・生徒が参照でき
る参考資料を作成すべき

（3）中学校及び高等学校での実践の蓄積や、新たな枠組みの全体像を踏まえ、
「目標」等の示し方を検討すべき。その際、小中学校での名称についても検討すべき

（5）情報技術は変化が極めて激しいことを踏まえ、教師の負担を軽
減する動画教材等を国が提供・更新すべき

総合的な
学習の時間

＋情報の領域
（仮称）

情報・技術科
（仮称）

※自己の在り方生き方と一体
不可分な課題に取り組む

※課題解決を通じて
生き方を考える

活用

自発的な活動としての

※小中の系統性を踏まえて情報科
の内容を充実する方向で検討

活用 活用

各 教 科 等

13

補足イメージ４－⑥

※育んだ情報活用能力を各教科での探究的な学びを支え、駆動させる基盤としても活用

質の高い探究的な学びの実現に向けた新たな枠組み（ ②全体イメージ）

活用 活用

活用

探究的な学びの基盤となる情報活用能力の整理

情報技術の

活用

情報技術の

適切な
取扱い

情報技術の

特性の
理解

中学校 高等学校
1

2

3

 情報技術を自由自在に活用し、自らの人生や社会のために課題解決や探究ができる力がこ
れからの時代を生きる上で不可欠であることから、「①活用」を情報活用能力の中核的な構成
要素と整理

 「①活用」する力を発揮するためには、併せて認知や行動に与えるリスクに対応する「②適切な
取扱い」が必要となること、仕組みや背景を含めた情報技術の「③特性の理解」によって、より
効果的な活用や適切な取扱いが可能になることを踏まえ、②③を①を発揮するための構成要
素と整理

 高校段階では、高等教育段階での数理・データサイエンス・AI教育の動向とも連動し、文理を
問わず生成AI時代に不可欠な基礎的な素養である「特性の理解」を身に付けられるよう、内
容を充実

2. 上記整理に基づき、おおむね以下のようなイメージで発達段階に即した学習活動を検討すべき
✓小学校段階………体験的な活動を重視し、「①活用」を中核としながら、「②適切な取扱い」、「③特性の理解」と相まって培う
✓中学校段階以降…各要素の内容を深めつつ、より抽象的・科学的な理解を必要とする「③特性の理解」を一層重視

（情報・技術科（仮称） ） （情報科）

①活用

②適切な
取扱い

③特性の
理解

 写真・動画
を撮影する

 インターネット等で情報収集する
 表やグラフを作成し整理・分析する
 スライドを見やすく工夫して表現する

 ルールを
守って大
切に使う

低学年 中・高学年
小学校

 アンケート結果やセンサで得たデータを集計・分
析する

 メディアごとの特性や、どのような情報が伝わりや
すいのかを考えながらレイアウトなどを決める

 情報処理の仕組みやコンピュータの構成、
生成AI等の基本的な仕組み等を理解する

 身近な課題を解決するプログラムを制作する

 情報がどのように加工され伝わり影響を与えるのか、
メディアを比較しながら理解する

 多様なセキュリティ対策・対応を学ぶ
 自他の権利や法を理解し、適切に情報を扱う

情報技術の基本的な操作及び情報技術を活用し
情報の収集、整理・比較、発信・伝達等する活動

 メディアによって、得られる情報や印象
が異なることを知る

 インターネットの危険性や、情報セキュ
リティの基本を知る

 ⾧時間利用の影響を知る

 クラウドを用いて共同編集する
仕組みを知る

 プログラミングを体験したり、
生成AIの出力から特性を知る

１．情報活用能力を構成する各要素の関係を以下のとおり整理すべき

（活用を通
して体験
的に学ぶ）

小・中学校で整
理した系統性を
踏まえ、情報科
の内容を更に
充実する方向
で検討

※上記の学習活動の例は網羅的に示したものではなく、今後更に専門的な整理・検討が必要。特にタイピングは国語科との役割分担を検討する必要 14

補足イメージ４－③

（情報の領域（仮称））
（総合的な学習の時間に付加）

13

14
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15

 「論点整理」を受けて、現在、各WGにおいてさら
に詳細な議論がなされています。

 「情報活用能力の抜本的な向上」等に係る議論
は「情報・技術WG」で議論しています。

 ここから、最新の議論について簡単に紹介しま
すが、ぜひ、HPで原資料も参照してください。

中央教育審議会教育課程部会
情報・技術ワーキンググループ

16

情報活用能力として育成すべき
資質・能力の体系的な整理イメージ

（2025/10/20 第２回情報・技術WG）

15

16
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情報活用能力として育成すべき資質・能力を体系的に整理するイメージ

・組み合わせによる効果的
な情報収集の方法を身に
付ける
・情報やデータを構造化し科
学的に分析し論理的に考
察する方法を身に付ける
・情報技術を統合した効果
的な表現技能を身に付ける

・効率的な情報収集の方
法を身に付ける
・情報やデータの統計的な
分析の方法を身に付ける
・複数の情報技術の組み
合わせた表現技能を身に
付ける

・権利に係る基本的な法・
制度や責任を理解する
・倫理的配慮や情報セキュ
リティの基本を理解する
・心身を含むリスク評価と適
切な対処を理解する

・法や倫理等を多面
的に考え、情報セキュ
リティを踏まえつつ、情
報技術のリスクを評価
して適切に行動するこ
とができる

・情報技術の仕組みを理解
する
・AIの仕組みと社会での活
用を理解する
・アルゴリズムの理解と構造
的な表現方法を身に付ける
・ユーザ視点の情報デザイン
を理解する
・データの効率的な管理・活
用の仕方を身に付ける
・メディア特性が受信・発信
に与える影響を理解する
・技術による社会のシステム
化を理解する

・情報技術の特性や信頼
の多面性を踏まえ、情報
やデータを統計的・多角
的に分析し根拠を判断し
たうえで、解決策を論理
的に構成・適切に表現し
、効果的な議論を経て課
題を解決できる

・法・制度の意義や責任を
理解する
・倫理的な配慮を踏まえた
適切な活用に関し理解する
・情報セキュリティを踏まえた
リスクと利便性の評価・管理
を理解する

・法・制度の意義や倫理
的課題を考察し責任をも
つことや、情報セキュリティ
を踏まえつつ、情報技術
のリスク、利便性、信頼
性等を評価して適切に
行動することができる

・情報技術の原理を科学的に理
解する
・AIの特性と課題を踏まえた活
用の方法を身に付ける
・アルゴリズムやシステム構築の設
計と評価の方法を身に付ける
・ユーザ中心の情報設計・評価
の方法を身に付ける
・データの科学的分析・解釈や、
モデル化、シミュレーションを理解
する
・メディア・ツールの統合・活用の
方法を身に付ける
・技術発展の影響を多面的に理
解する

・先端技術を含む情
報技術の原理や特
性を踏まえ、AIやア
ルゴリズム、情報デザ
イン、データ分析、モ
デリング、シミュレーシ
ョン、メディア・ツール
の活用と社会的視
点を統合し、生活や
社会における専門的
な課題を分析し的
確に捉えて、解決策
を創造的に構想・表
現することができる

知識及び技能 思考力、判断力、表現力等

 情報活用能力の学習の基盤としての位置付け、情報活用能力の範囲、情報技術の変動性に留意しつつ、情報活用能
力の構成要素別に（情報技術の①活用、②適切な取扱い、③特性の理解）、各学校段階で育成すべき主な資質・能
力の例を以下のとおり「知識及び技能」と「思考力、判断力、表現力等」に整理してはどうか

小学校 中学校 高等学校
知識及び技能 思考力、判断力、表現力等 知識及び技能 思考力、判断力、表現力等

・複数の手段により効
果的に収集した情報や
データを統計的に分析
し根拠を判断したうえ
で、適切な情報の加工
をもって課題を解決で
きる

・情報技術の仕組み
や特性を踏まえ、AI
やアルゴリズム、情報
デザイン、データ分析
、メディアの活用と社
会的視点を統合し、
生活や社会における
課題を多面的に分析
して解決策を構想・
表現することができる

6

情
報
技
術
の
活
用

情
報
技
術
の
適
切
な
取
扱
い

情
報
技
術
の
特
性
の
理
解

1

2

3

情報の収集

整理・分析

まとめ・表現

基本的な
操作

課題の設定

法や制度

倫理

安全

アルゴリズム・
プログラミング

デザイン

データの扱い

情報及びコンピ
ュータの原理

コミュニケーショ
ンやメディア

AI

社会的役割

・適切な方法で
情報やデータを
収集・整理し傾
向を明らかにした
うえで、目的に応
じて効果的に表
現し、身近な課
題を解決できる

・多様な情報収集の
方法を身に付ける
・情報やデータを整理
し傾向を把握する方法
を身に付ける
・目的に応じた表現技
能を身に付ける
・情報技術の適切な
操作を身に付ける

・自他の権利やルール、
マナー、セキュリティを理解
する
・生活や健康への影響、
安全管理を理解する
・メディアにより情報や印象
が異なること、誤情報・悪
意のある情報もあることを
理解する

・権利と責任、ル
ールとマナー、セ
キュリティ、情報
技術の活用によ
る影響等を踏ま
えて適切に行動
することができる

・生成AIを含む情
報技術の基本的な
仕組みや特性を理
解する
・コンピューターに指
示するために必要
な手順を理解する

・情報技術の特性
を踏まえ、プログラミ
ング的思考に基づき
、身近な課題の解
決策を表現すること
ができる

1
8

情報活用能力を育成するために想定される主な学習活動イメージ（R7.10.20時点）

情
報
技
術
の
活
用

情
報
技
術
の
適
切
な
取
扱
い

情
報
技
術
の
特
性
の
理
解

中学年・高学年 中学校 高等学校低学年 小学校

1

2

3

情報の収集

整理・分析

まとめ・表現

基本的な
操作

課題の設定

法や制度

倫理

安全

アルゴリズム・
プログラミング

デザイン

データの扱い

情報及びコンピ
ュータの原理

コミュニケーショ
ンやメディア

AI

社会的役割

・情報やAI等に関わる権利を理解する
・著作権などを理解する
・自分の発信等が情報社会をつくることを認識する

・コンピュータを活用する際の社会的なルールを知る
・ルールを守る大切さ、情報の大切さを理解する
・インターネット上のルールやマナーを理解する

・ID・パスワードの安全な管理 ・インターネットのリスク
・情報セキュリティ ・健康への影響、計画的な利用
・メディアによって受けとる情報や印象が異なること
・情報社会には大量の情報があふれ、中には誤情報・悪意のある
情報があること ・AIへの態度 を理解する

・法制度・倫理を社会の実例と関連して理解する
・法制度や倫理を根拠として情報技術を活用する
・AI活用に関する法制度や倫理の知識を理解する

・情報技術の利用のリスクを理解し、利便性に応じ
た適切な利用方法を判断する
・社会的価値や倫理的配慮を理解する

・情報技術の仕組みの科学的な理解に基づき安全・信頼
性を判断する
・情報技術の進展が社会や生活に与える影響を理解する

・情報の基本的な特徴 ・コンピュータの存在 ・コンピ
ュータの動作とプログラム ・インターネット、クラウド を
理解する

活用を通して
体験的に学ぶ

・コンピュータの有用さ、手順を知る ・プログラムを作
成する ・センサ制御を理解する ・コンピュータに意図
した処理を行わせる

・データを適切に保存、管理、検索する
・アカウントの閲覧、編集権限を理解する

・メディアの特性 ・インタラクティブコンテンツ ・エコ
ーチェンバー、フィルターバブル を理解する

・生成AIの基本的な特性を理解する
・生成AIを体験する

・社会におけるコンピュータの活用
・情報化に伴う産業や国民生活の変化 を知る

・情報の表現方法を比較し、利点や限界を踏まえた科学的な理解
に基づき適切に選択・活用する
・先進技術の基礎の構成要素や仕組みを科学的に理解する

・適切なアルゴリズムやデータ構造の選択・設計を理解する
・処理効率や可読性を考慮しアルゴリズムを改善する
・設計から開発・評価までのプロセス管理手法を理解する

・クリエイティブソフトウェアなどの科学的な特性に基づいてデザインす
る
・デザイン思考に基づいて制作する ・UI/UX デザインを理解する

・データを根拠に仮説を立てシミュレーションを行う
・プログラミングを用いてデータ処理や可視化をする
・ データセットの作成やモデリングをする

・協働的に探究を進めるため、メディアを複合的に活用する
・ ICTツールを複数活用した解決策を創出する
・先進技術を活用して制作物を発信する

・AIの基本的な仕組みを科学的に理解する
・生成AIを用いて表現する
・AIの限界や倫理的側面を踏まえ活用する

・情報技術の進展が社会や生活に与える影響を理解する
・情報技術の利点と制約を踏まえた課題解決の方策を知る
・技術活用に伴う社会的影響や課題を理解する

・情報を整理して可視化する
・目的に応じて効果的にデザインする

・情報収集を効果的に行い、手法を複合的に用いる
・データの信頼性・妥当性を評価する

・多角的に比較・分析し論理的に考察する
・モデル化するための手法を理解する

・課題に応じ先端技術を適切に選択し活用する
・課題を抽象化・モデル化する

探究プロセスのうち「課題の設定」においては、情報を収集したり、整理・分析したり、まとめ・表現したりすることがある。その際、情報技術を
活用して「情報の収集」、「整理・分析」、「まとめ・表現」する力である情報活用能力が下支えするように機能することが想定される。

・情報や知的財産に関わる権利や法律を理解する
・AIを利用する上での制度を理解する
・情報社会における責任、義務を理解する

・認知や社会への影響を踏まえコンピュータを活用する
・ルールを守る社会的意味を知る ・情報技術に関わる
倫理観、インターネット上のルールやマナーを踏まえて行動
する
・情報技術の評価 ・インターネットのリスクと利便性
・情報セキュリティ ・ネット依存も踏まえた適切な利用・環境構築 ・
情報化の社会への影響、参画 ・AIによるメディアの加工
・情報メディアの特性や影響を踏まえた情報発信やフェイクニュース
の判別 ・セキュリティを守る設定やスキャン等の方法 を理解する

・表現、記録、計算の原理、法則 ・情報のデジタル化、
処理の自動化、システム化、ネットワークの構成 ・Webペ
ージの約束事 ・計測、制御システム を理解する

・アルゴリズム ・情報処理の手順 ・変数、リスト、しき
い値 ・インタラクティブコンテンツの制作 ・CAD、プロ
グラミングソフトウェア、AIツールの操作 を理解する

・情報のデジタル化やデータの取得をする
・データベースの仕組みを理解し利用する

・ユーザーインターフェースを理解する
・人間中心の設計に情報をデザインする

・インタラクティブコンテンツを理解し制作、問題解決する
・情報技術に内在するバイアスを理解する

・AIの基本的な仕組みを理解する ・生成AIを利
用し課題解決する ・画面認識AI等を体験する

・データと情報 ・情報伝達技術の発展 ・社会におけるコ
ンピュータやシステムの役割 ・情報通信技術による問題
解決方策 ・DX ・サイバー空間 ・IoT を理解する

・Webの仕組みを踏まえ安全で効率的に情報を収
集する ・センサで事象を計測しデータを収集する

・データを根拠として事象の分析してその傾向を解釈し、
意思を決定する ・生成AIを活用しアイデアを整理する

・デジタルファブリケーションにより発信、表現する
・Webページ、SNSにより発信、交流する

・Web上から情報収集する
・Webアンケートにより情報を収集する
・目的・条件に応じWebを活用して情報を収集する
・表やグラフなどの作成方法を理解する
・図表などを用いて情報を整理する
・図表やグラフなどを活用して分析する
・端末を活用して見やすくまとめる
・効果的にプレゼンテーションをする
・スライド、ポスター、動画等デジタルで表現する
・文章作成、表計算、発表等のアプリケーション
操作 ・クラウド上でのデータの共有 ・共同編集
による作品制作 をする

 情報活用能力を育成するための学習活動のイメージについて、現時点で想定されるものを以下のとおり例示
※ 以下は研究開発学校（春日井市、宮城教育大学）での実践や適時性等を踏まえ一般化したものであり、網羅性が担保されているものではないことに留意

17

基本的なルー
ルを守り、⾧時
間利用に注意
して使う

デジタルに
体験的に
慣れ親しむ
デジタルで
・写真(動画)を撮る
・録音(録画)する
・動画等を視聴する
・絵を描く
・図形を操作し動かす

17

18



2025/12/2

10

19

小学校における情報活用能力の育成
（2025/11/10 第３回情報・技術WG
（生活・総合WGと合同開催））

「情報の領域（仮称）」の具体的な学びの在り方については、「ミニ探究ユニット」として探究のプロセスに位置
付けられるものは位置づけつつ、難しいものについては独立した形で柔軟に学ぶことで、
① 探究的な学びの特質が十分に発揮されるよう配慮しつつ、探究的な学びと一体的・重点的に指導する
➁ 情報活用能力の着実な育成を図る

という、論点整理で示された２つの考え方を両立させることとしてはどうか。

総合的な学習の時間の構成要素について（イメージ）

20

補足イメージ１

総合的な
学習の時間

探究活動
（従来行われてきた総合の学びが情報の領域の付加によ
り、活動内容・活動成果ともに充実）

ミニ探究ユニット
（探究のプロセスにおいて情報活用能力の諸要素を学
びながら活用する小単元）

情報ブロック
（情報技術に関する基礎的な内容を学ぶ小さなまとまり）

探究の領域

情報の領域 基盤として支える

19

20
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小学校総合 情報の領域 配置イメージ例

３学期２学期1学期

３
年

４
年

５
年

６
年

情報ブロック ミニ探究ユニット
探究のプロセスにおいて情報活用能力の
諸要素を学びながら活用する小単元

情報に関する基礎的な内容を学ぶ
小さなまとまり

情報の領域

• 総合に情報の領域（仮称）の学習を付加するにあたり、各学校において指導計画を作成する際の参考として、以下の観点か
ら、例えば１学期に情報の領域を集中的に配置する等、探究の基盤として情報の領域をより良く生かすための工夫例を示す
ことについて、どう考えるか。

① 情報の領域での学習を基盤として、探究の領域で活用することができる
② ミニ探究ユニットで探究のプロセスを自覚的に経験することで、探究活動をより充実したものにできる
③ 年度当初の集中的な学習を基盤として、各教科等でのデジタル学習基盤の効果的な活用につなげることが期待できる

①情報の領域での学習を基盤として、探究の領域で活用することができる

探究活動

➁ミニ探究ユニットで探究のプロセスを自覚的に経験することで、探究の領域をより充実した
ものにできる

(例)「端末の体
にやさしい使い方
を考えよう」

(例)「自分の情報
を守ろう」

・・・
・・・

・・・
・・・

「ミニ探究ユニット」では、
探究のプロセスの中で情
報活用能力の諸要素を
学ぶとともに、「情報ブロッ
ク」での学びを活用する

従来行われてきた総合の学びが
情報の領域の付加により充実

例えば高学年では、情報活用能力の基
礎が育まれていることを前提に、より柔軟
に情報の学習を設定する等の工夫も考
えられる

補足イメージ２

・・・
・・・

・・・
・・・

③年度当初の集中的な学習を基盤として、各教科等でのデジタル学習基盤の効果的な活用に
つなげることが期待できる

探究の領域

※季節を生かした地域学習を行っている等の実態も考えられること等も踏まえ、学校現場の実態に応じて柔軟な工夫を可能とすることが前提
21

３学期２学期1学期

３
年

４
年

５
年

６
年

探究の領域

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

情報の領域

①情報の学習と探究活動で活用し
たいタイミングが合わない場合も考え
られるため、基盤としての機能を十
分に発揮できるよう留意が必要

➁ミニ探究ユニットと探究
活動の役割分担が曖昧に
ならないよう留意が必要

活かす活かす

小学校総合 情報の領域 配置イメージ例
（通年で情報の領域に取り組む場合）

情報ブロック ミニ探究ユニット
情報に関する基礎的な内容を学ぶ
小さなまとまり

探究活動
探究のプロセスにおいて情報活用能力の
諸要素を学びながら活用する小単元

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

従来行われてきた総合の学びが
情報の領域の付加により充実

22
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 単元名 「デジタル技術の正と負の側面を踏まえた
マイルールをつくろう」（中学年）

④まとめ・表現③整理・分析②情報の収集①課題の設定

マイルールを宣言しよう

〇友達のマイルールと見比べ
て、いいなと思ったことを取り
入れ、自分のマイルールを改
善する。タイトルやイラストを加
えて、自分らしいマイルールを
完成させる。

○完成したマイルールをオン
ラインで共有し、発表する。
お互いのよいところをコメントし
合い、振り返る。

○マイルールを家族に宣言し
実行する。しばらくしてから、マ
イルールを実践できているか、
自分の行動を振り返る。

自分にあったマイルールを
考えよう

〇収集した情報を確認しながら、
「こうしたら気持ちよく使える」「こ
うすると困りごとが起きやすい」な
どをグループで話し合いながらク
ラウドで類型化や序列化をして
整理・分析する。

〇端末や情報との距離の取り
方や向き合い方など、自分に
合ったマイルールを理由ととも
に３～５個書き出す。クラスで
共有し、「いいね!」「知らなかっ
た!」「まねしたい!」など感想を
出し合う。

デジタル生活の実態
や困りごとを調べてみ
よう

〇マイルール作成に向けて
情報を収集するために、デ
ジタルの便利なところ、困っ
たところを出し合うとともに、
複数のウェブページを閲
覧・比較しながら情報を収
集する。

〇クラス内のデジタル技術
の利活用の状況を把握す
るため、グループでウェブア
ンケート調査を行い、グラフ
化する等して傾向を明らか
にする。

どんな時にタブレットやパソコン、
スマホを使っているのかな?

〇パソコンやタブレット、スマホをいつ、
何に使っているかを出し合い、「勉強」
「遊び」「連絡」などに分類する。デジタ
ル端末がなかったらどうしているかを
考えることで、デジタル端末との結び
つきや適切に付き合うことの価値を
確認する。

○自分の１日を振り返り、いつ、どん
なときにデジタル端末を使っているか、
スライドに時間軸で可視化する。クラ
ウドで全員の情報を共有して、使用
時間や時間帯、目的などの傾向から
問題状況を見出し、マイルールをつく
ることを課題として設定する。

 学習活動のイメージ

「ミニ探究ユニット」のイメージ➁
①情報技術の

活用
➁情報技術の
適切な取扱

自分の生活の中で、デジタル端末をどのように使っているかを振り返り、デジタル技術の良
い面と悪い面をウェブで情報収集したり、アンケートを行ったりする等して、自分たちが学
校生活や日常生活で気をつけるべき点をまとめたスライドを作成・交流する。

 概 要 あ

23

④まとめ・表現③整理・分析②情報の収集①課題の設定

生成AIを活用して作品を
つくり、その過程をまとめよ
う

〇生成AIでの制作方法を学び、
生成AIを活用して絵や音楽、物
語や動画などを制作する。

〇発表会を行い、自分の作品と
創作過程を共有し、生成AIを
使う際のリスクや工夫について議
論する。

〇生成AIの可能性と活用する
ときに気をつけたいことをスライド
にまとめ、学習活動を振り返る。

生成AIを生かした作品
づくりと気を付けたいこと

〇収集した情報をもとにし、作
品制作にあたって生成AIを使
うと効果的な場面（発想が拡
散する等）と注意が必要な場
面（著作権、バイアス、情報
の不正確さ等）を整理する。

〇整理した情報を参考にしな
がら、生成AIを活用した創造
的な活動を考え、どのような
作品を作りたいか友達と交流
しながら構想する。

生成AIの仕組みとリスク
を知ろう

〇生成AIの学習に用いられて
いるクリエイターや権利者の意
見や懸念について情報収集す
る。

〇様々な創作活動で、生成AI
がどのように動き、使われている
のか、情報収集する。

〇創作活動の種類によって、生
成AIがどのように動き、使われ
ているのかを分担して調査し、
AI活用のょさや可能性に関す
る情報を集める。

生成AIを使うと、作品
づくりはどう変わる?

〇生成AIの作品と人が制作
した作品を比較したりしなが
ら、生成AIの特徴を見出す。
生成AIとの対話を教師が
提示しながら、AIでできるこ
と、できないことを考え、AI
への関心を高める。

〇生成AIがどのように作品
を作っているかを学び、「生
成AIを使って作品を制作す
るときに気をつけることは何
か」を課題として設定する。

 学習活動のイメージ

①情報技術の

活用
➁情報技術の
適切な取扱

③情報技術の

特性の理解

「ミニ探究ユニット」のイメージ④

 単元名 「生成AIのリスクや限界を理解し、
今後の創作活動のあり方について考えよう」（高学年）

 概 要 あAIが絵や音楽、文章を生成する時代に、創作に関わる人の思いや権利を尊重す
ることの必要性や、生成AIの仕組みと特性、可能性を学ぶ。生成AIがすでにある
作品やデータの特徴を学習して生成することを踏まえ、自分も生成AIを活用して作
品を制作することを通して、生成AIの適切な使い方を考える。

24
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「情報ブロック」のイメージ②

 授業名
「プログラミングを体験しよう」
（中学年）

 授業の概要
・自分の好きな絵を表示し、動かしたり、大きくす
るプログラムを作成することを通じて、プログラミング
を体験する

 動画の中にはコンピュータで動きを決めている
ものがあることに気付く。

 自分の好きな絵を表示し、動かしたり、大き
くなったり、突然現れたりするプログラムを作る。

 絵の動く方向や速度などを変えることを試す。
 思い通りの動きにならない場合は原因を話し

合いながら修正する。
 作った作品を友だち同士で見せ合う

 学習活動のイメージ

25

③情報技術の

特性の理解
 授業名
「情報見分けの名人になろう」
（高学年）

 授業の概要
・フェイクニュースや受け取り方を間違いやすい情
報などについて話し合い、情報技術を通じて受け
とる大量の情報との接し方を考える

 教師が「フェイクニュース」や「受け取り方を間違
いやすいネット情報」を紹介し、大量の情報の
中には誤情報などがあると気付く。

 日常生活で触れる様々な情報について、真
偽やなぜそう判断したのかを話し合う。

 結果を発表しあい、情報の真偽を見分けるポ
イントや真偽に分けられない曖昧な情報があ
ること、一度立ち止まって情報を吟味してみる
こと、安易に広めることの影響等を考える。

 今日の学びをふりかえり、「これから情報を見る
ときに気をつけたいこと」をまとめる。

 学習活動のイメージ

➁情報技術の
適切な取扱

「情報ブロック」のイメージ③
 授業名
「ファイル検索の名人になろう!」
（高学年）

 授業の概要 授業の概要
・様々な形式のファイルを条件に合わせて効率よく
探し出す体験を踏まえ、ファイルの整理方法を考
える

 画像ファイルや文書ファイル、音楽ファイル、
動画ファイルなどがおさめられたフォルダを開い
て、ファイルにはさまざまな種類があることや、
ファイルの種類によって違うアプリケーションを
開くことができることに気づく。

 様々なファイルの中から、ファイルの種類や、
名称、日付などを条件にあわせて並び変え
たり、効率よくファイルを探しだす方法を知り
体験する。

 体験をもとに、ファイル検索マニュアルを考え、
作成する。

 学習活動のイメージ

 授業名
「SNS等のサービスが私たちの

考え方に与える影響」（高学年）

 授業の概要
・SNS等のWebサービスに表示される情報はプログラム
で自動的に情報が選択され表示される仕組みであること
を知り、情報技術を通して得る情報との接し方を考える

 動画投稿サイトなどのSNSサービスにおいて、教
師と児童で同じキーワード（「宇宙」、「お祭り」
など）で検索し、検索結果の順番などを比較し
て、人によって順番が違うこと、自分がよく見る情
報が出ている事などに気付く。

 プログラムによって、使っている人ごとにおすすめの
情報を出す仕組みが、結果として情報の偏りを
生むことがあることを知る。

 エコーチェンバー、フィルターバブルについて知り、
自分が見たい情報ばかりを集めがちになること等
について考える。

 情報技術を通して得る情報との接し方を考えて
まとめ、クラスで共有する。

 学習活動のイメージ

26

③情報技術の

特性の理解
➁情報技術の
適切な取扱

①情報技術の

活用

25
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学習指導要領改訂を見据えた
GIGAスクール構想の今後

2

27

GIGAスクール構想とは

28

 1人1台端末と高速大容量の通信ネットワークを一体的に整備し、多様な子供たちを誰一人取り
残すことなく、公正に個別最適化され、資質・能力が一層確実に育成できる教育ICT環境の実現
を目指すもの。（令和元年度～）

 全ての子供たちの可能性を引き出す、個別最適な学びと、協働的な学びを実現するためには、学
校教育の基盤的なツールとして、ICT は必要不可欠なもの。（ 「令和答申（令和３年１月）」）

（出典:学校における教育の情報化の実態等に関する調査〔確定値〕（平成31年３月現在及び令和7年３月現在））

令和7年3月平成31年3月事 項

1.1台/人0.2台/人児童生徒１人当たりの学習者用コンピュータ台数

99.3%41.0%普通教室の無線LAN整備率

91.0%52.2%普通教室の大型提示装置整備率

94.8%57.5%統合型校務支援システム整備率

○学校のICT環境整備の状況【H31（GIGA前）→R7（GIGA後）】

デジタル学習基盤の整備

27

28
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29

※Geminiで作成

GIGAスクール構想
（デジタル学習基盤の整備）

デジタル学習基盤がもたらすもの

「個別」「協働」「全体」の効果的な組み合わせによる単元の計画づくり

（出典）文部科学省「サポートマガジン『みるみる』」
30

29
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デジタル学習基盤を活用した授業のイメージ

多様な子供たちの『深い学び』を確かなものに（学びの保障）

外国籍の子供 病室の子供 登校できない子供別室の子供 支援を要する子供

興味・関心を駆り立てる

学びの振り返りを記録（蓄積）する

異なる考えの子供と協働して学ぶ

デジタルドリルで進捗に合わせて学ぶ

海外の子供とつながって議論する

自分のペースで学習を進める 音声・映像で学びを深める

情報を整理・分析する

みんなで確認する

まとめ・表現する

学習の見通しの共有

個別最適な学び

協働的な学び

学びながら課題を見つける（課題設定・情報収集）

探究的な学び

自らの課題を見つけて、考え探究し、多様な他者と協働する

31

展開 終末導入

児
童
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め
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発
表
・
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現

す
る
場
面

児
童
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士
が

や
り
と
り

す
る
場
面

端末活用:ほぼ毎日と回答した公立小学校の割合

84.8

37.6
31.1

21.4 21.3 19.5
25.2

授
業
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ど
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度

活
用
し
た
か

教
職
員
と
児
童
が

や
り
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り

す
る
場
面

児
童
が
自
分
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べ
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場
面

自
分
の
特
性
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進
路
に
合
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せ
て
取
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む

場
面

毎
日
持
ち
帰
り

毎
日
利
用

（R７全国学力・学習状況調査結果のうち公立小学校の状況[令和７年４月実施]）
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端末活用:ほぼ毎日と回答した公立中学校の割合

82.8

35.9 31.9
21.4 17.1 16.6

27.5
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め
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表
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表
現

す
る
場
面

主体的・対話的で深い学びの場面での活用が不十分

33

（R７全国学力・学習状況調査結果のうち公立中学校の状況[令和７年４月実施]）

①GIGA × 主体的・対話的で深い学び

②GIGA × 教師の指導性

③GIGA × 教育委員会の
組織的伴走支援

今後の取組のポイント

34
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リーディングDXスクール事業公開学習会

アーカイブ動画、絶賛公開中!

アーカイブ動画はこちら↑＜文部科学省学校デジタル化プロジェクトチーム＞

メルマガで、随時新着情報をお知らせしています♪
◆特設サイト 掲載事例数 1,849事例
◆指定校等公開学習会情報 （R6年度304件 掲載）

アーカイブ動画はこちら↑ 36

35

36



2025/12/2

19

「GIGA×深い学び」 (全校種・全教科等)

デジタル学習基盤で「深い学び」が
実現する学習指導の例

*StuDX Styleサイトで掲載中!

「GIGA×深い学び」 (全校種・全教科等)

デジタル学習基盤で「深い学び」が
実現する学習指導の例

*StuDX Styleサイトで掲載中!

事例➊

小学校第3学年
算数 「小数」

37
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小学校 第３学年 算数 「小数」
■単元の目標
小数の表し方や計算の仕方を、整数の表し方や計算の仕方をもとに考え、小数の仕組みの数理的な処理のよさに
気付き，生活や学習に活用しようとする。

■単元の指導計画（１１時間）
第1小単元
「はしたのあるかさの表し方」

・入れ物のかさを調べ、はしたの大きさの表し
方を理解する

第2小単元
「小数の世界を広げる」

・⾧さも小数で表すことができることを理解す
る

・小数を位ごとに分けて表すことができること
や、小数を数の相対的な大きさで表すことを
理解する

第3小単元
「小数を用いた大きさの比べ方やたし算・ひき算
の計算の仕方を説明する」

・大きさを比べる。
・小数のたし算の計算の仕方を考える
・小数のひき算の計算の仕方を考える

第4小単元
「学習を振り返りまとめる」

■小単元の概要

■単元の概要
小数も整数と同じように、位ごとに大きさを捉えたり、数を相対的な大きさで捉えたりすることで、大小比較や
たし算・ひき算ができることや、数直線上に表せることについて考える。

いろいろな入れ物のかさを１dL マスで測ってかさ比べを
し、はしたの量の表し方を考える。
はしたの量を単位の10等分をもとに表し、小数の意味と
その表し方を理解する。

・⾧さもいろいろな単位を元に小数で表すことができる
ことを理解する。
・2.4dLは2dLと0.4dLとに分けられ、0.1dL の24 個分
であることを図をもとにして理解する。

小数の学習を振り返り、できるようになったことや、こ
れから学びたいことについてまとめる。

端末上にある数直線図やリットルマス図を用いたり、単
位変換をしたりして、大小を比較し、計算の仕方を考え
る。

学習指導要領や解説との関連
学習指導要領 第２章 各教科 第3節 算数 第2 各学年の目標
及び内容 ［第3学年］２ 内容 ［Ａ 数と計算］（５）
（5）小数とその表し方に関わる数学的活動を通して，次の事項を身に
付けることができるよう指導する。
ア 次のような知識及び技能を身に付けること。
（ア）端数部分の大きさを表すのに小数を用いることを知ること。また，

小数の表し方及びの位について知ること。
（イ） 1/10の位までの小数の加法及び減法の意味について理解し，

それらの計算ができることを知ること。
イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。
（ア） 数のまとまりに着目し，小数でも数の大きさを比べたり計算した

りできるかどうかを考えるとともに，小数を日常生活に生かすこと。
〔用語・記号〕 小数点 1/10の位
（内容の取扱い）

（5 ）内容の「Ａ数と計算」の（5）及び（6）については、小数の0.1 
と分数の1/10などを数直線を用いて関連付けて取り扱うものとする。

出典：小学校学習指導要領P72-73,75
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【子供の「深い学び」の姿】
A児は、5+3.8の計算について、数字を一番右の位に揃え答えを4.3と求
めていた。クラウド上で参照する中で、8.8という答えがあることを知り、
他の子供のリットルマス図に着目した。5が5Lであり、3.8Lが3L8dLであ
ることを、リットルマス図で理解できたA児は、自らの計算を修正し、整
数＋小数の計算の仕方を以下のように説明することができた。
「5と3.8をたすには、整数のたし算のひっ算の時と同じように
位をそろえることが大切だと分かりました。５と３は同じ１の
位なので揃えます。ひっ算の時は位をそろえることを忘れない
ようにしたいです。整数の時もたし算とひき算は、どちらも位
を揃えたので、小数のひき算でも位を揃えればできるか確かめ
てみたいです。」

【当該指導での「深い学び」】
Ａ児のように、クラウドに投稿された他の子供の考え方を参照し、「何が違う

のか」に気づき、「それぞれの数の意味は何か」を考え、更新しようとしている子
供には、クラウドに投稿されている、既習で使った重要な知識を振り返らせ、既習
との共通点にも目を向けさせることが重要である。
ここでは、「整数の筆算の仕方」などの既習で使った重要な知識をクラウドに投

稿しておき、いつでも見られるようにしておく。そうすることで、新しい学習に取
り組む際のきっかけとなったり、既習との違いや共通点を考えたりしやすくなる。

■指導上の工夫と
ICTの利活用

②他の子供のワーク
シートをクラウドで
参照することで、計
算の仕方を説明する
ときに参考にできる
ようにする。

＊自分の考えを振り返り、それ
を文章に表すことで自らの考
え方を更新していく。

■資質・能力が育成され「深い学び」が実現している子供の姿（第３小単元）
【学習活動の場面】

本時は、整数と小数とのたし算の計算の仕方を考える場面である。
扱った問題は5＋3.8である。Ａ児は、数字を一番右の位に揃えて筆算を
して、4.3と求めた。整数の筆算と同じように、数字を一番右の位に揃
えて計算したと考えられる。そこで、デジタル学習基盤に投稿された
他の児童の考え方を見て、Ａ児は自分の考え方を見直していった。

①リットルマス図、数
直線、単位変換と
いった３種類のワー
クシートをクラウド
上にも用意しておき、
子供たちが学習しや
すくしておく。

【活用したソフトや機能】ロイロノート、Googleスプレッドシート

③子供が何人で学んで
いるのか、どの考え
方をして学んでいる
のかをクラウドで選
択させることで、教
師は子供が適切な学
びを進めているか確
認することができる。

５
＋３．８

４．３

①学習活動の場面①学習活動の場面

②子供の変容②子供の変容

③子供の変容を生む教師の指導性③子供の変容を生む教師の指導性

【学習活動の場面】

本時は、整数と小数のたし算の計算の仕方を考える場面
である。扱った問題は5＋3.8である。
Ａ児は、数字を一番右の位に揃えて筆算をして、
4.3と求めた。
A児は整数の筆算と同じように、数字を一番右の位に揃

えて計算したと考えられる。そこで、クラウドに投稿され
た他の児童の考え方を見て、Ａ児は自分の考え方を見直し
ていった。

①学習活動の場面①学習活動の場面

５
＋ ３．８
４．３

■指導上の工夫と
ICTの利活用

①既習で使った重要な知識をクラウ
ドで共有しておき、いつでも見られ
るようにしておく。リットルマス図、
数直線、単位変換といった３種類の
ワークシートをクラウドにも用意
しておき、子供たちが学習しやす
くしておく。

②他の子供のワーク
シートをクラウドで
参照することで、計
算の仕方を説明する
ときに参考にできる
ようにする。

＊自分の考えを振り返り、それ
を文章に表すことで自らの考
え方を更新していく。
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【子供の「深い学び」の姿】
A児は、5+3.8の計算について、数字を一番右の位に揃

え答えを4.3と求めていた。クラウド上で参照する中で、
8.8という答えがあることを知り、他の子供のリットルマ
ス図を使った考え方に着目した。5が5Lであり、3.8Lが
3L8dLであることを、リットルマス図で理解できたA児は、
整数の筆算を思い出しながら自らの計算を修正し、整数＋
小数の計算の仕方を以下のように説明することができた。
「5と3.8をたすには、整数のたし算のひっ算の時
と同じように位をそろえることが大切だと分かり
ました。５と３は同じ１の位なので揃えます。
ひっ算の時は位をそろえることを忘れないようにしたいで
す。整数の時は、たし算もひき算もどちらも位を揃えたの
で、小数のひき算でも位を揃えればできるか確かめてみた
いです。」

②子供の変容②子供の変容

５
＋ ３．８
８．８

③子供の変容を生む教師の指導③子供の変容を生む教師の指導

【当該指導での「深い学び」】
Ａ児のように、クラウドに投稿された他の子供の考

え方を参照し、「何が違うのか」に気づき、「それぞ
れの数の意味は何か」を考え、更新しようとしている
子供には、クラウドに投稿されている、既習で使った
重要な知識を振り返らせ、既習との共通点にも目を向
けさせることが重要である。
ここでは、「整数の筆算の仕方」などの既習で使っ

た重要な知識をクラウドに投稿しておき、いつでも見
られるようにしておく。そうすることで、新しい学習
に取り組む際のきっかけとなったり、既習との違いや
共通点を考えたりしやすくなる。
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お役立ちWebサイト!

「StuDX Style」 は、デジタル学習基盤を効果的に活用して「主

体的・対話的で深い学び」や「校務DX」の実現に向けて、全国の
学校や自治体等の実践の事例や様々な記事を紹介しています。

特設ウェブサイト StuDX Style:https://www.mext.go.jp/studxstyle/index.html

令和７年９月時点のレイアアウト

全国の教育関係者のための

役立つ情報がいっぱい!

ブックマークがおすすめ

中学校 高等学校 特別支援教育
の例も掲載しています

※2023年1月～2025年8月までのPVを集計

学びに役立つウェブサイトへのバナーを多数掲載。

ここからさまざまな情報にアクセス可!

その ポータルサイトとして

#GIGA×深い学び(実践・指導の例) #プチ学習会
#研修実施支援 #学習場面での１人１台端末活用

デジタル学習基盤を前提に子供たちを深い学びに

誘う授業の実践・学習指導の例を紹介!

その GIGA×深い学び

StuDX Style のココがおすすめ
ス タ デ ィ ー エ ッ ク ス ス タ イ ル

学校や自治体等から依頼を受けて、 GIGA 

StuDX推進チームが研修実施を支援!

※全国の実践事例の紹介、情報提供等

その 研修実施支援

デジタル学習基盤を効果的に活用した授業改善

や校務DXに関する事例をオンライン公開学習会

で紹介。操作体験研修も好評実施中!

その プチ学習会

２

１

３

４

２

１

３

４
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豊富な実践事例など情報満載!（リーディングDXスクール事業）

GIGA StuDX推進チーム プチ学習会
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令和７年度補正予算（案）

3

49

「「強い経済」を実現する総合経済対策」について

（質の高い公教育の再生）

ＧＩＧＡスクール構想を引き続き国策として推進する。すなわち、個別最適な

学びの実現に向け、学校・教育委員会における生成ＡＩの活用に向けた利

活用事例の創出や実証研究、情報教育に係る学習者用教材の開発等に取

り組むとともに、その基盤として端末更新を着実に進める。教職員の働き方

改革のため、次世代校務ＤＸ環境の整備支援や優良事例の横展開等を実

施する。高校段階からのデジタル人材育成を強化するため、デジタルを活

用した探究・文理横断・実践的な学びの取組等を行うＤＸハイスクールを推

進する。これらに加え、教育データ利活用を推進し、教育ＤＸを加速する。

令和7年11月21日閣議決定

50
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ＧＩＧＡスクール構想・学校DXの推進

国策として推進するGIGAスクール構想の更なる推進に向け、ICTの利活用や情報活用能力の抜本的な向上に向けた基盤整備等により伴走
支援を強化する。あわせて、学校における働き方改革にも資する校務DXの加速、通信ネットワーク環境の改善、共同調達スキーム下での着実
な端末更新を推進する。
また、生成AIや教育データの効果的な利活用を推進するための実証等を行い、学校DXの加速化を図る。

734億円令和７年度補正予算額（案）

Ｇ Ｉ Ｇ Ａ ス ク ー ル 構 想
第２期における学校DX
を 強 力 に 推 進

GIGAスクール構想支援体制整備事業

学校の通信ネットワーク速度の改善

⇒ネットワークアセスメントの結果を受けた通信ネットワークの

着実な改善を図る。

学校DXのための基盤構築
⇒学校DXの課題解決に向けて、教育情報セキュリティポリ

シーの策定/改定、セキュリティリスクや端末利活用等の専門
家への相談、ネットワークの共同調達等の技術的なコンサル
タントに要する経費を支援。

次世代校務DX環境の全国的な整備
⇒都道府県域での共同調達・共同利用等を前提に、次世
代校務DX環境の整備に係る初期費用（校務系・学習
系のネットワークの統合に係る費用や、校務支援システムの
クラウド化に係る費用等）を支援し、次世代校務DX環境
の全国展開を図る。

１人１台端末の着実な更新

GIGAスクール構想第２期における子

供たちの学びを止めない観点から、各

設置者の最新の端末整備計画に対応

し、共同調達スキーム下での端末更新

を着実に実施。

文部科学省

都道府県（基金）

市町村

基金造成経費を交付

補助金交付

676億円

学習 指 導要 領改訂 を 見 据えた
情報活用能力の抜本的な向上 ４億円

生 成 A I の 活 用 を 通 じ た 教 育
課題の解決・教育DXに向けた実証 ８億円

①生成AIパイロット校の指定を通じた利活用事例の創出

②教育課題の解決に向けた教育分野特化の生成AIモデ

ル・サービスの実証

③校務での生成AIの利活用推進のための調査研究

など、生成AIの活用に関する取組を推進。

校 務 D X 等 加 速 化 事 業

教育DX環境を支える基盤ツールの
整備・調査研究

教育データ利活用の加速化に向けた
実証研究・伴走支援等

教育データの可視化に関す

る実証研究等を進めるとともに、

教育データ利活用の横展開

等により自治体を支援。

校務DXを加速するため、「今の環境でできる校務DX」の

推進に向けた調査研究や、「環境整備を伴う校務DX」の

推進に向けた相談窓口の設置等を実施し、あわせて個人

情報保護の徹底を含めた情報セキュリティ対策を推進。

３億円

33億円

①文部科学省CBTシステム（MEXCBT）の改善・活用

②デジタル学習基盤の在り方等に係る調査研究

など教育DXを支える基盤ツールの整備や調査研究を実施。

教育データ利活用のダッシュボードイメージ（渋谷区）

１億円

8億円

情報活用能力の育成のための実践研究

⇒これまでの「リーディングDXスクール事業」を発展させ、

次期学習指導要領において強化・充実を目指す情報

教育に係る学習者用教材を開発するとともに実践事例

を創出する。

GIGAスクール構想の推進
～１人１台端末の着実な更新～

現状・課題

事業内容・スキーム

 全ての子供たちの可能性を引き出す個別最適な学びと協働的な学びを実現するため、令和元年度及び２年度補正予算において「１
人１台端末」と高速通信ネットワークを集中的に整備し、GIGAスクール構想を推進。

 GIGAスクール構想第２期においては、第１期に整備した端末が更新時期を迎えることから、５年程度をかけて端末を計画的に更新
するとともに、端末の故障時等においても子供たちの学びを止めない観点から、予備機の整備も一体的に推進。

 引き続き、各自治体等における最新の更新計画に対応し、着実な端末更新を進めることが必要。

公立学校の端末整備 予算額（案） 676億円

 都道府県に設置した基金（５年間）により、５年間同等の条件で
支援を継続。

 都道府県を中心とした共同調達等、計画的・効率的な端末整備を
推進。

＜１人１台端末・補助単価等＞

 補助基準額:5.5万円/台
 予 備 機 : 15%以内
 補 助 率 : ３分の２
※児童生徒全員分の端末（予備機含む）が補助対象。

＜入出力支援装置＞
視覚や聴覚、身体等に障害のある児童生徒の障

害に対応した入出力支援装置の整備を支援。
 補助率: 10分の10

（基金のイメージ）

国立や日本人学校等の端末整備 予算額（案） ９億円

 更新に必要な経費を補助事業により支援。

 公立学校と同様に、補助単価の充実や予備機の整備も
推進。

＜１人１台端末・補助単価等＞
 補助基準額:5.5万円/台
 予 備 機 : 15%以内
 補 助 率 : 国立 10分の10

日本人学校等 ３分の２

※入出力支援装置についても補助対象。
※今後も各学校の計画に沿った支援を実施予定。
※私立学校分については令和８年度予算を要求中。

※都道府県事務費も措置

文部科学省

都道府県（基金）

市町村

基金造成経費を交付

補助金交付

（担当:初等中等教育局学校情報基盤・教材課）

685億円令和7年度補正予算額（案）
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（１）次世代校務DX環境の全国的な整備
〇 都道府県域での共同調達・共同利用等を前提とした次世代校務DX環境の整備支援

都道府県域での共同調達・共同利用及び帳票統一を前提に、自治体の次世代校務DX環境整備に係る初期費

用（校務系・学習系のネットワークの統合に係る費用や、校務支援システムのクラウド化に係る費用等）を支援。

※ 域内取りまとめに係る各都道府県の帳票統一・ロードマップの策定・RFP作成等の各種支援は、「校務DX等加速化事業」により設置する相談窓口
や専門人材派遣の一環として実施。

（２）学校の通信ネットワーク速度の改善
学校のネットワーク環境の改善を図るため、ネットワークアセスメントの結果を踏まえたネットワークの課題解決に係る初期

費用（機器の入替えや設定変更等）を支援。
※ ネットワークアセスメント・・・学校内外のネットワーク構成要素を評価し、課題の把握・原因箇所の特定を行うこと。
※ 支援対象はネットワークアセスメント実施済学校に限る。

（３）学校DXのための基盤構築
教育情報セキュリティポリシーの策定/改定支援、セキュリティリスクアセスメントや端末利活用等の専門家による支

援、ネットワークの共同調達の支援等、学校DXに向けた技術的なコンサルタントに要する経費を支援。

GIGAスクール構想支援体制整備事業

〇DXによる教師の業務効率化等に向け、2026年度から４年間かけてパブリッククラウドを前提とした次
世代校務DX環境への移行を順次進めることとしているが、現状ではその整備率は6.1％にとどまっており、
抜本的な拡充が必要。

〇また、次世代校務DX環境への移行に当たっては「異動先でも同じシステムが利用可能となり、県費負
担教職員の人事異動の際の負担が軽減する」といった学校における働き方改革の観点や、「同じシステ
ムが利用可能となることで、児童生徒の転校等が生じた際にもデータの継続性が確保される」といったデー
タ利活用の観点から、都道府県域内一体となって共同調達・共同利用を推進することが重要。

〇加えて、学校DXの前提ともなる学校のネットワーク環境の改善、情報セキュリティ対策、教職員のICTリ
テラシーの向上など、GIGAスクール構想第２期を強力に推進するための基盤整備が急務。

現状・課題

事業内容

事業主体:都道府県、市町村
補助割合等:３分の１
予算単価（事業費ベース）:
(1):6,800千円/校、 (2):2,400千円/校
(3):200千円/校※

※18校（360万円）未満の場合でも360万円として算定

GIGAスクール構想第２期の基盤整備を強力に推進

補 助 率 等

次世代型校務支援システムの
導 入 状 況

33億円令和7年度補正予算額（案）

教育情報セキュリティポリシー
の 策 定 状 況

（令和６年度）

策定していない
49.1％

策定している
50.8％

導入済み
6.1％

導入時期は
設定済み
18.8％

導入時期は未定だが
検討はしている

53.7％

検討していない
21.5％

（令和６年度）

都 道 府 県 と 市 町 村 が 連 携 し た 共 同 調 達 の イ メ ― ジ

次 世 代 校 務 D X 環 境

A県

B市

C町

D村

都道府県の役割の例
・市町村のニーズ把握や帳票の統一化
・ロードマップの策定
・仕様書の作成

～次世代校務DX環境とは～
クラウドベースによるロケーションフリーでの校務
実施、ダッシュボード上での各種データの可視
化を通じたきめ細やかな学習指導等が可能と
なる校務DXの在り方。

53（担当:初等中等教育局学校情報基盤・教材課）

 「経済財政運営と改革の基本方針2025」（令和７年６月13日閣議決定）においては、2029年度までを緊急改革期間と位置付け時間外在校等時間の月30
時間程度への縮減を目標としており、その有効な手段である校務DXを通じた働き方改革を加速していく必要がある。

 校務DXを加速するには、「今の環境でできる校務DX」、「環境整備を伴う校務DX」を両輪で進める必要があるが、これらの校務DXを進めるに当たり、「どのように進め
て良いのか分からない」、「技術的知見が不足している」など、学校・教育委員会それぞれに課題が存在しており、この解消が急務。

 また、校務DXの実現に当たっては、情報セキュリティ対策が大前提であることから、情報セキュリティに関する環境変化や技術革新が早いことを踏まえつつ、
各教育委員会が適切な情報セキュリティ対策等を講じることができるよう支援する必要がある。

校務DX等加速化事業 3億円令和7年度補正予算額（案）

現状・課題

事業内容

日程調整をクラウドサービスを用いて実施するなどの
「今の環境下でできる校務DX」が進まない要因
✓校務DXに取り組みたいけど、どんな方法があるのかわからない。
✓校務DXに不安を抱えている教職員がいる。

①「今の環境でできる校務DX」の推進

背景

事業
概要

●各学校・教育委員会が参考にできる取組事例の創出・横展開

●効果検証を踏まえた「校務DXチェックリスト」の改善及び周知

●教育委員会間でTipsを共有・交換できるイベントの実施

②「環境整備を伴う校務DX」の推進

背景

教育委員会が次世代型校務支援システムを整備するに当たり
教育委員会職員が抱えている懸念

✓校務支援システムを調達するに当たり、技術の良し悪しがわからない。
✓担当職員が自分一人で何から始めて良いかわからない。
✓自分の教育委員会のニーズに合わせた校務支援システムを調達できるか不安。

事業
概要

●次世代型校務支援システムの仕様書の作成や調達プロセス等について、
教育委員会が常時相談できる相談窓口の設置

③個人情報保護の徹底を含めた教育現場の情報セキュリティ対策

背景 教育現場の情勢や個人情報保護法等の関連法制の動向等を踏まえて、
情報セキュリティ対策等が必要

事業
概要

●「教育情報セキュリティポリシーに関するガイドライン」の改訂
●「教育データの利活用に係る留意事項」の改訂

主な事業スキーム

文部科学省
教育委員会・学校

委託 実証・支援 委託

文部科学省 民間企業等

①・② ③

●次世代型校務支援システムの調達時において、教育委員会と一緒に
仕様書を作成するなど、技術的な知見を有した専門人材の派遣

※環境構築費用の支援はGIGAスクール構想支援体制整備事業により実施

効果検証項目例
・校務DXによる勤務時間削減
・校務DXによる教職員のウェルビーイング向上

相談内容例
・自治体内のニーズ把握の方法
・ニーズを踏まえた調達方法

専門人材による支援例
・調達資料の作成
・事業者選定に係る助言

RFIとは?

54（担当:初等中等教育局学校情報基盤・教材課）

民間企業等

53

54
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学習指導要領改訂を見据えた
情報活用能力育成のための実践研究等

② 情報活用能力調査

学習の基盤となる資質・能力である情報活用能力を、児童生
徒がどの程度身に付けているかを定期的に測定するため、小
学校・中学校・高等学校等における児童生徒の情報活用能
力調査の実施に向けた調査・研究を行う。

事業内容

① 情報活用能力育成のための実践研究

次期学習指導要領で強化・充実を目指す情報活用能力の育
成を、移行時期も含めてどの学校でも確実に実施できるよう学習
者用教材を開発する。

実証地域・実証校を指定し、開発教材の実践・検証及び授業
等での情報活用能力の育成等の実践事例を創出する。

4億円令和7年度補正予算額（案）

現状・課題
現在、中央教育審議会における次期学習指導要領の議論においては、児童生徒の情報活用能力を各教科等における探究的な学びを支

え、駆動させる基盤と位置づけた上で、情報技術を自在に活用し、課題解決や探究ができるようにしつつ、デジタルの負の側面にもしっかり対応
できるよう、情報活用能力の抜本的向上を図る方向性が示されている。具体的な方策として、小学校での総合的な学習の時間に「情報の領
域（仮称）」を付加、中学校での「情報・技術科（仮称）」の創設等の検討が進められている。
この議論の方向性を見据え、次期学習指導要領の全面実施を待つことなく、スピード感を持って学習者用教材の開発・実践事例の創出等

に着手し、効果的・効率的な指導体制の確立を図っていく必要がある。

教材開発
・小学校
総合的な学習の時間に「情報の領域（仮称）」
を付加

・中学校
情報技術に関連する内容を強化した「情報・技術
科（仮称）」を創設

委託

取りまとめ団体 等

実践事例の創出

有識者の派遣
を通じた教材
の質向上・実践
事例の創出

文部科学省

教育委員会・学校

事業スキーム

情報活用能力調査の実施
に向けた検討・試行調査

・開発した教材の実践・検証
・情報活用能力の育成事例
の創出
・各教科等における「深い学
び」の実践事例の創出

※全面実施後のスムーズな
移行に向けて、全国の
学校で移行時期に活用
できる児童・生徒用の教
材を開発する。

55（担当:初等中等教育局学校情報基盤・教材課）

生成AIの活用を通じた教育課題の解決・教育DXの加速

現状・課題

• 生成AIの利活用に関しては、令和6年12月にガイドラインを改訂し、学校現場における各主体や場面に応じた利活用の方向性を示
してきた。このような動きとともに、技術の進展に対応しつつ実証等を通じて教育分野における様々な活用余地を試行してきた。しかし
、その利活用の方針についての浸透や実装は道半ばである。

• 特に学校の働き方改革の観点から校務での利活用は有用としている一方、生成AIを校務で利活用している学校は限定的である。
• このような課題やAI法の成立などの動きも踏まえ、教育課題の解決に資する利活用について実証研究を踏まえた調査研究を更に進め

る必要がある。加えて、利活用に向けた実証的な取組・事例創出やその情報収集・発信を継続的に行っていく必要がある。

骨太方針2025（R7.6.13閣議
決定）（教育DX）
こどもたちの個別最適な学びと協働
的な学びの一体的な実現及び教
職員の負担軽減に向け、国策とし
て推進するＧＩＧＡスクール構想
を中心に、生成ＡＩ活用も含めて
教育ＤＸを加速する。

１. 学校や教育委員会における実証研究（6億円）

a.) 生成AIパイロット校の指定を通じた利活用事例の創出

生成AIの利活用の実証を学校単位で進める指定校を採択。
①教育利用:教科等横断的かつ学年横断的に活用する申請校を優先採択
②校務利用:活用業務・方法を「可視化」し、情報共有する申請校を優先支援

事業
概要

• 年間指導計画やカリキュラムに体系的に位置付けて行われる取組事例の創出
• 汎用基盤モデルを活用した、校務での利活用事例の創出、学校間の事例共有

想定
成果

b.) 教育課題の解決に向けた生成AIの実証研究事業

校務DXを通じた働き方改革の実現、多言語対応が必要な外国にルーツを持つ子供・
保護者への対応などの誰一人取り残されない教育の実現、一人一人に合った個別最
適な学習の提供、生成AIに関連するデータ利活用の実践など、教育分野の特定の課
題に対し生成AIを活用した課題解決の可能性を検証する実証研究を行う。

事業
概要

• 過年度で整理された課題解決の可能性に基づく実証事業の実施
• 既存の対応方法よりも効率的かつ効果的な生成AIモデル・サービスの創出

想定
成果

働き方改革に資する校務における生成AIの利活用
• 負担感の大きい事務や外部対応、時間割編成等の業務の効率化・高度化
誰一人取り残されない学びの保障に向けた生成AIの利活用
• 特別支援、外国人児童生徒の指導・多言語対応への支援
児童生徒の個別最適・協働的な学びの実現に向けた生成AIの利活用
• 学びの可視化や主体的・対話的で深い学びを実現する生成AIの利活用
データの利活用に向けた生成AIの利活用実証事業
• マルチモーダルな生成AIを活用したデータの分析・可視化、質の高いデータの活用

テーマ
課題例

２. 生成AIの利活用に関する調査研究（2億円）

• 学校の働き方改革を推進する上では校務での生成AIの利活用が有用と考
えられる。一方で、生成AIは急速に進化を遂げておりサービスの在り方も変
化していることから、教職員・教育委員会が生成AIをどのように利活用すれ
ばよいかを十分に把握できておらず、その結果生成AIが教育現場で十分に
利活用されていないという課題がある。

• 昨年度までに教育現場で創出された好事例及び課題の収集・分析を実施
し、教職員に対する研修の在り方や適切な利活用場面を整理するとともに
、教育委員会を主な読み手とした手引きを策定することにより、効果的な校
務DXを通じた学校の働き方改革を推進する。

事業概要

a. 生成AI利活用に向けた事例収集・Webサイトの運営等

b. 校務での生成AIの利活用推進のための調査研究

8億円令和7年度補正予算額（案）

• 教育分野における生成AIの利活用に関するワークショッ
プ・アイデアソン等のイベント・研修を実施し、学校におけ
る利活用について好事例収集を行う。

• また、生成AIの技術の進展に応じ、必要な情報提供や
、好事例の発信を行うウェブサイトを継続的に運営、情
報発信を行う。

想定成果

• 校務での生成AIの利活用に関する手引きの作成

56（担当:初等中等教育局学校情報基盤・教材課）
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（２）デジタル学習基盤の在り方等に係る調査研究（389百万円）

（１）文部科学省CBTシステム（MEXCBT）の改善・活用推進（開発等 419百万円）

教育DX環境を支える基盤ツールの整備・調査研究

〇子供たちの個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実及び教職員の負担軽減に向け、国策として推進するGIGA
スクール構想を中心に、教育DXを加速することが求められている。このような教育DX環境を充実していくため、教育データの
利活用に必要な知見や成果を共有することができる基盤的なツールを文部科学省が整備する必要がある。

〇また、このような基盤的なツールの改善・活用促進を進めるとともに、GIGAスクール構想を通じて整備されたデジタル学習基
盤について検証し、子供たちの個別最適な学びと協働的な学びの実現に資するデジタル学習基盤の在り方について検討を
行う。

現状・課題

事業内容

8億円令和7年度補正予算額（案）

学校から

自宅から

 文部科学省CBTシステム（MEXCBT:メクビット）を、希望する全国の児童生徒・学生等が、オンライ
ン上で学習・アセスメントできる公的なCBTプラットフォームとして提供し、デジタルならではの学びを実現。

 令和８年度の全国学力・学習状況調査の中学校教科調査（英語）等において活用予定。また、令
和９年度の全国学力・学習状況調査の全面CBT化における活用を見据え、CBT調査教科のサンプル
問題を搭載し、各学校でMEXCBT上で取り組めるような環境を整備する予定。

 地方自治体独自の学力調査等のCBT化についても、引き続き地方自治体のニーズに対応できるように
する。

 GIGAスクール構想で整備された端末の調達・活用状況を検証するとともに、それらの結果から得られた知見やこれまで
の調査研究の成果等を集約し、デジタル学習基盤の在り方を検討する。そのため、クラウド基盤及びサービスの共同調
達・共同利用の在り方とその要件定義、ネットワーク形態及びセキュリティの在り方とその要件定義、先端技術の教育分
野における利活用、共同調達・運用の可能性等についての調査研究を行う。

 データのシステム間での相互運用性確保のための共通ルール等を定めた「相互運用標準モデル」の更新及び適合性評
価の仕組み等の実施可能な体制等の検討に係る調査研究を行う。

事業スキーム

民間企業

委託

57（担当:初等中等教育局学校情報基盤・教材課）

①実証自治体への伴走支援
（１）の実証自治体の伴走支援を行うと共に、教育データ利活用の一連のプロ
セスの詳細化、システム・ツール導入後の効果的なデータ利活用方法の具体化を
図り、ステップ（β版）の更新に向けた実証研究の成果や課題の整理を行う。

②実証自治体における成果報告会及び自治体間の情報交換会
実証事例の横展開のために教育データ利活用に関心の高い自治体を集めた成果
報告会を実施すると共に、自治体がデータ利活用を進めるに当たり「知見の共有
＝DX」をできるような情報交換会を実施。自治体自らが実証事例や類似自治体
の取組を参照したり、悩みを共有・相談したりすることを目指す。

教育データ利活用の加速化に向けた実証研究・伴走支援等 1億円令和7年度補正予算額（案）

（１）教育データの可視化に関する実証研究等

機能開発を含めた教育データ利活用の一連のプロセスに関する実証研究
自治体における教育データ利活用のプロセスをまとめた「教育データ利活用のステップ（β
版）」（文部科学省作成）をベースに、自治体において、検討、システムやツールの構
築・導入、データ収集、データのダッシュボード等による可視化、活用といった教育データ利
活用の一連のプロセスを実証。

（２）教育データ利活用の横展開のための自治体支援 事業スキーム

指定自治体数 ３箇所

システム
事業者

自治体

指定

指定

再委託等

（１）の実証

文部科学省

民間企業

委託

事業全体の取りまとめ
及び（２）の実施

〇 １人１台端末環境において、教育データを活用し、自らの学びの改善やきめ細かな指導・支援、教員の働き方改革に生かすことが重要。
一方、こうした取組は一部の先行自治体において進んでいるものの、現状として全国的な取組とはなっていない。

〇 そこで、自治体において、教育データの利活用の目的設定から環境の構築、データの収集、分析、分析結果の活用までの一連のプロ
セスを実証し、成果や課題の整理を行うとともに、横展開のための自治体支援をすることにより、教育データ利活用を推進する。

現状・課題

事業内容

教育データ利活用のダッシュボードイメージ（渋谷区）

58（担当:初等中等教育局学校情報基盤・教材課）
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● GIGAスクール構想により実現した1人1台端末環境を前提として「個別最適な学び」と「協働的な学び」を一体的に充実し、「主体
的・対話的で深い学び」を実現するために不可欠な学習基盤であるICT環境整備のため、「学校のICT環境整備3か年計画(2025
～2027年度) 」を策定

● 必要な事業費は単年度で1,464億円とし、所要の地方財政措置

•指導者用端末★及び校務用端末
•業務用ディスプレイ
•次世代型校務支援システム 又は
統合型校務支援システム

•「当面の推奨帯域」を満たすなど
必要なネットワークを確保している学校

•無線LAN

:ICT支援員4校に1人配置
:ヘルプデスクの設置

:1人1台整備
:1人1台整備

:100%整備

■学校のネットワーク

■高校生の学習者用端末

■教師の端末等

■学校のニーズに応じたICT支援体制

■教室のICT機器

【参考】学校のICT環境整備3か年計画(2025～2027年度)

学校のICT環境整備計画(1,464億円)

※予備機や低所得世帯生徒等への貸与機等

※複数の自治体が共同設置することも考えられる

※実物投影機は、小学校及び特別支援学校に整備

上記のほか、充電装置(充電保管庫・モバイルバッテリ)、児童生徒用端末のセキュリティ対応、学習者支援ツール※についても整備
※各教科等の学習活動に共通で利用可能なツール(例:教師と児童生徒間・児童生徒同士で資料共有や作業の進捗確認ができるツール)や、児童生徒の学校生活を支援するツール(例:児童生徒の心や体調の変化を早期に発見し、

支援するツール)

※上記に加え、GIGAスクール構想加速化基金を活用した義務教育段階の端末整備(補助率2/3)の地方負担分として単年度373億円を措置

•電子黒板等の大型提示装置★／実物投影機

計画において措置されているICT環境の水準
:100%

:100％整備

:生徒数の3分の１程度

:各普通教室1台
特別教室用として各学校に６台

【参考】文部科学省が公表している教育DXに係る当面のKPI
●必要なネットワーク速度を確保している学校100%(令和7年度) ●次世代の校務システムを導入済みの自治体100%(令和11年度)
●教職員の働き方改革にも資するロケーションフリーでの校務処理を行っている自治体100%(令和11年度)

※次世代型校務支援システムへ順次移行

※★印の機器については、元利償還金に対する交付税措置があるデジタル活用推進事業債の対象
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